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西脇多可行政事務組合では、西

脇市と多可町が共同で建設を進

める、新しいごみ処理施設に関

する事務を行っています。 

建設だよりでは、施設の建設状

況など、様々な情報を発信して

いきます。 

敷地造成工事に着手  

 新ごみ処理施設の建設地では、現在敷地造成工事を進めています。工事は２工区に分けて実施しており、

令和６年３月末の完成となります。工事の請負業者及び工事監理の委託業者は次のとおりです。 

 なお、施設の建設工事は公募型プロポーザルにより事業者を決定します。公募型プロポーザルでは、当組

合が求める施設の内容を満たしたうえで、建物のデザインや導入する設備について、応募のあった事業者か

ら提案を受けることになります。提案内容は、当組合の「一般廃棄物処理施設整備委員会」で評価を行い、

評価の最も高い事業者（「優先交渉権者」といいます。）と提案内容を協議し、事業者を最終決定します。 

【工事】  

１工区：株式会社森崎組（赤穂市）    

２工区：貴宏建設株式会社（西脇市）  

【工事監理】  

 協和設計株式会社  神戸支店  

翠明湖  

１工区  

２工区  

令和５年１月 10日現在  

イメージ図  

イ メ ー ジ 図 は 決 定 し た も の で な く 、  
変 更 に な り ま す 。  



                      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～発行～  

西脇多可行政事務組合  資源循環課（発行年月：令和５年３月）  

〒 677-0012 西脇市富吉南町 262-1  

Te l :0795-22-8801 Fax： 0795-23-8887  西脇多可行政事務組合  検  索  

建設地の“いま”  

 建設地の伐開除根（ばっかいじょこん）作業の

様子です。伐開除根作業とは山林の中で工事を行

う際に、その前段階として立木の伐採や、木の根

の除去を行う作業です。 

 チェーンソーを使用し、木を切り取る作業や、

重機を使い、大きな木の根を地面から掘り出す作

業を行います。 

 他にも、従来チェーンソーで行っていた立木の

伐倒、枝払い、一定の長さへの裁断、集積作業を

一貫して行うことができる「ハーベスタ」と呼ば

れる機械も活用しています。 

 伐採された木は、一般的に用材や木材チップな

どとして利用されます。 

  

 

 令和４年11月と令和５年２月に撮影した建設地上空からの写真です。 

赤色の丸枠内の池からは水が抜かれ、工事区域全体の伐開除根作業が進んでいる様子が確認できます。 

 

令和４年 11月７日現在  令和５年２月 14日現在  


